
2016年3月期決算説明

平成28年5月24日
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片倉コープアグリ株式会社



会社概要
設立 大正9年3月14日

本社所在地東京都千代田区九段北1-8-10

資本金 4,214百万円

従業員数 582名（単体）

発行済株式の総数 50,808千株

株主数 7,574名

上場証券取引所 東証一部
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■：作物や農業 ■：情熱、力強さ、太陽 ■：地球、水、空、大自然

基本理念 企業活動を通して社会に貢献する
行動規範 ・ 創造と挑戦

・ 安全と安心
・ 公明正大
・ 明朗闊達

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄﾒｯｾｰｼﾞ 稔り豊かな未来に貢献したい

”たわわに実った農作物のしなり” のイメージをモチーフしてデザインしました。
確かな技術で未来を創造していく企業をイメージしています。
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2016年3月期

連結決算業績
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’15/3 ’16/3

増減率
(’16/’15)

売 上 高 18,904 31,431 66.3％

売上総利益 4,118 6,055 47.0％

営業利益 576 1,015 76.2％

経常利益 598 1,000 67.1％

当期純利益 357 1,972 452.3％

一株当たり当期純利益 16.52円 52.81円 36.29円

2016年3月期 連結業績サマリー
単位：百万円

’16/3 利益（’15/3対比）：

・肥料事業は国内肥料需要の低迷及び流通在庫削減の影響による減少があったが、

10月以降コープケミカル株式会社から承継した販売数量が上乗せされた。

化粧品原料販売の堅調な推移。海外向け肥料製造技術輸出が成約に至らず。 5

（参考）旧コープケミカル

’15/3 ’15/9

21,227 10,044

2,979 1,358

152 ▲33

53 ▲91

94 ▲87

1.65円 ▲0.99円



2,255 921 1,891 
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21,241 
14,003 
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4,935 1,466 

5,664 

27,908 

12,846 

17,592 

11,439 

7,585 

17,262 
コープケミカル

27,719

主な要因
・退職給付に係る負債

＋2,503

・長期借入金 ＋1,291

＋15,062

＋5,893

連結貸借対照表増減

主な要因

・現金及び預金 ＋2,188

・たな卸資産 ＋4,912

・その他資産 ＋340

・受取手形及び売掛金

＋7,488

主な要因

・資本剰余金 ＋6,158

・利益剰余金 ＋2,526

主な要因

・無形固定資産 ＋73

・建物及び構築物 ＋1,850

・土地 ＋3,204

・機械装置及び運搬具＋1,197

’16/3 末 ’15/3 末 ’16/3 末

流動資産

流動負債

（百万円）44,168 ＋22,291

片倉チッカリン

21,877

有形･無形
固定資産

固定負債

純資産

投資他

＋9,677

＋8,416

44,168
負債純資産合計資産合計

（百万円）

主な要因

・投資有価証券 ＋725

・繰延税金資産 ＋509

＋1,334

＋4,198

主な要因

・支払手形及び買掛金

＋3,285

・短期借入金 ＋4,856

・土壌汚染対策引当金

▲163

・その他 ＋1,442
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（コープケミカル）



’14/3 ’15/3 ’16/3

資本金（百万円） 3,549 4,214 4,214

総資産（百万円） 21,174 21,877 44,168

純資産（百万円） 11,400 12,825 21,241

有利子負債(百万円) 3,157 2,614 8,761

ネット有利子負債（百万円） 2,586 923 4,907

1株当たり純資産(円) 536.52 492.41 419.28

1株当たり配当額(円) 10.00 8.00 8.00

自己資本比率(％) 53.8 58.6 48.0

自己資本当期純利益率(％)(ROE) 4.7 2.9 11.6

総資産経常利益率(％)(ROA) 4.7 2.8 3.0

配当性向(％) 40.0 48.4 15.1

主要経営指標
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’15/3 ’16/3

営業ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ 867 1,617

税金等調整前当期純利益 689 2,405

減価償却費 641 951

売上債権の増減額(増加:▲) 1,184 ▲1,389

たな卸資産の増減額(増加:▲) ▲974 1,120

仕入債務の増減額(減少:▲) 94 227

法人税等の支払額又は還付額(支
払:▲)

▲254 ▲123

その他 ▲513 ▲1,578

投資ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ ▲271 ▲678

財務ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ 524 ▲976

現金及び現金同等物の期末残高 1,691 3,854

現金及び現金同等物の増減額 +1,120 ▲37

連結キャッシュフロー
単位：百万円

主な要因として

・有形固定資産の取得▲836

・長期預り保証金の受入＋100

主な要因として

・長期借入金の純減少▲741

・配当金の支払額 ▲207
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平成２８年第３四半期より、

・肥料事業 コープケミカル（株）分の上乗せ

・化成品事業 新設コープケミカル（株）より承継

・不動産事業 コープケミカル（株）分の上乗せ

・その他事業 化粧品事業、飼料事業等

と見直した。

♦従来との変更点♦

①化成品事業セグメント新設

②飼料事業セグメント廃止

セグメント区分の見直し
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連結業績 セグメント別
＜肥料事業＞

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益
ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益率

売上高

事業環境

・農家の高齢化等により需要減少傾向

・生産コスト低減運動および減肥施策

当社の取組み
●提案型営業活動
「安全･安心･良食味」に資する有機関連製品
りん酸吸収促進に資する高付加価値化製品等

●生産・販売体制の効率化・強化

徹底したコストの見直しと削減

利益 利益率

増収増益

セグメント利益 1,427百万円
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連結業績 セグメント別
＜化成品事業＞

セグメント利益 157百万円
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化成品事業をセグメント区分に
新設。



連結業績 セグメント別
＜不動産事業＞

セグメント利益 287百万円

安定的な利益確保
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ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益
ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益率

売上高
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連結業績 セグメント別
＜その他事業＞

セグメント利益 171 百万円
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増収増益

◎化粧品関連事業

・天然素材由来化粧品原料の
販売の増加

◎海外事業

・肥料製造技術輸出の未成約

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益
ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益率

売上高

利益 利益率

(百万円)
(百万円)
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2017年3月期

業績予想
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’16/3

(実績)
’17/3

(予想)
増減率

売 上高 31,431 45,000 +43.2％

営業利益 1,015 900 ▲11.3％

経常利益 1,000 900 ▲10.0％

当期純利益 1,972 600 ▲69.6％

一株当たり当期純利益 52.81円 11.87円 ▲40.94円

2017年3月期連結業績予想
単位：百万円

・経営統合により増販・増収の見込みであるが、原価上昇により減益の見込み。

●販売強化 ：販売拠点の増加による地域に密着した提案型営業活動の拡充

●分析強化 ：分析事業の拡大と分析データを活用した栽培指導等のサービス提供

●国内肥料販売以外の事業拡大

：化粧品事業、化成品事業の拡販、肥料技術の輸出促進、

不動産事業の更なる安定収益
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農業及び肥料業界
を取り巻く状況
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(1)農地面積の推移

単位：万ｈａ

国内の農地面積は、耕作放棄地の増加、非農業用地への転
用により毎年減少傾向。

[資料：農林水産省、耕地面積]

農業及び肥料業界を取り巻く状況

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

耕地面積 455 454 452 450
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(2)農業経営体数、就業者数

単位：経営体千体、就業者千人

経営体、就業者ともに高齢化が進み毎年減少傾向にある。

但し一人当たりの耕作面積は拡大している。

注1農業経営体：農地面積30ａ以上ｏｒ生産物販売額50万以上/年

注2農業就業者：農業のみの従事者ｏｒ兼業の場合農業の従事日数が多い

[資料：農林水産省、農業構造動態調査]

農業及び肥料業界を取り巻く状況

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

農業経営体 1,615 1,564 1,514 1,471
農業就業者 2,601 2,514 2,390 2,266
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(3)国内肥料の流通実績 単位：千ｔ

[資料：日本肥料アンモニア協会]

単位：トン

農業及び肥料業界を取り巻く状況

品目 平成23肥年度 平成24肥年度 平成25肥年度 平成26肥年度
高度化成 805 865 802 809
普通化成 192 207 209 203
ＮＫ化成 37 37 35 35
液状肥料 37 36 35 32
成形複合 26 28 25 19
配合 742 747 726 710
合計 1,839 1,920 1,832 1,808
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片倉コープアグリ㈱出荷数量(自社品)
推移と2017年3月期目標

’13/3
実績

’14/3
実績

’15/3
実績

’16/3
実績

’17/3
予想

旧片倉 200,592 212,879 179,724 187,715 ―
旧コープ 188,146 196,524 176,610 168,734 ―
合計 388,738 409,403 356,334 356,449 384,326
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化成品事業
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化成品事業
売上高

単位：百万円

品 目
’17/3
（予想）

’16/3
（実績）

増減

工業用リン酸 1,614 1,816 ▲ 202
燐酸カルシウム 1,296 1,225 71
硫酸 679 687 ▲ 8
肥料用リン酸 298 329 ▲ 31
その他 201 188 13

合計 4,088 4,245 ▲ 157
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百万円



本資料に記載されている、当社又は当社グループに関する業績見通し等、将来に関する記述については現時
点で、入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際に業績は今後さまざまな要因やリスクによって異な
る結果となる可能性があります。

www.katakuraco-op.com

稔り豊かな未来に貢献したい
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